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なぜ、プログラミング?

PC-UNIX文化を支える豊富なフリーソフト
ex. Apache, sendmail, bind, Mozilla, XFree86, Gnome,
KDE, gimp,...

その影には、必ず開発環境がある。
ex. gcc, make, CVS, RCS, gdb,...

これらの開発環境も PC-UNIXを支える優秀なフリーソ
フト

普通のユーザも簡単に開発をする側になれる。
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どうやって、プログラミング?

普通のディストリビューションなら、インストール後す
ぐに開発環境を使うことができる。

どの言語を使ってみるか、考える。
C言語 定番中の定番。
Perl スクリプト言語。テキスト処理とか、CGIとか。
Ruby, Java,... その他いろいろ。

後は、いくつかのプログラミングツールの使い方を覚
える。

エディタ, gcc, make, RCS, gdb

LMS 2001/06 – p. 4/28



エディタの用意 (1)

プログラミングをするためのエディタを用意しよう。

どんなエディタを使うか。

なんでもいい。使いやすいものを。
ex. vi, GNU Emacs,...

エディタによっては、プログラミング用の機能が付いて
いることがある。
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エディタの用意 (2)

例えば、XEmacs。
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まずは、gcc(1)

gcc:GNU compiler collection

PC-UNIX上で動くほぼ唯一の C compiler

実際には、Cだけではなく、C++, Objective-C,
Fortran-77, Java, Chill, Pascal のコンパイラが含まれて
いる。

現在最新バージョンは、2.95.3。近い将来、3.0が出るら
しい。

フリーソフトの大半は、C言語で書かれている。プログ
ラミングをしなくても、C言語でプログラミングをしな
くても、使い方くらいは覚えておいて損はない。

http://www.gnu.org/software/gcc/gcc.html
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まずは、gcc(2)

サンプルの Cのソース
— hello.c� �

#include <stdio.h>

int main()
{

printf("Hello, World!!\n");

exit(0);
}

� �
定番中の定番。Hello, World!! を表示する C言語のプログ
ラム。
これを、エディタで入力して hello.cという名前で保存。
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まずは、gcc(3)

そして、コンパイル。� �
% gcc -o hello hello.c

� �
実行!!� �

% ./hello
Hello, World!!
%

� �
となったら、無事コンパイルできた。
( ‘./’は忘れずに。)
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まずは、gcc(4)

コマンドラインオプションの説明。( gccには数限りないオプ
ションがあるので、重要なもののみ。)

-o 出力ファイル名の指定。これを指定しないと出力ファイル
名は、‘a.out’になる。

-Wall 全ての警告を出力する。

-O2 コンパイル時に最適化を行う。

-c コンパイルのみを行う。( makeの時に使う。)

-g デバッグ情報を組み込む。

LMS 2001/06 – p. 10/28



make登場 (1)

ファイルが複数になったらどうしよう。例えば、
— hello-1.c� �

void printhello();

int main()
{

printhello();

exit(0);
}

� �
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make登場 (2)

— hello-2.c� �
#include <stdio.h>

void printhello()
{

printf("Hello, World!!\n");
}

� �
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make登場 (3)

このままでも、一応、� �
% gcc -o hello hello-1.c hello-2.c

� �
とするか、� �

% gcc -c hello-1.c
% gcc -c hello-2.c
% gcc -o hello hello-1.o hello-2.o

� �
とすることによってコンパイルはできる。
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make登場 (4)

しかし、

一つのファイルを書き換えるだけで全てのファイルをコ
ンパイルする必要が出てくる。

分割してコンパイルするとしても、どのファイルが更新
されたか把握していないと結局同じ。

そこで make登場。コンパイルする規則を記述する Makefile
を用意する。
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make登場 (5)

こんな Makefileを書いてみる。
— Makefile� �

CC=gcc
CFLAGS=-Wall -O2 -g

hello-1 : hello-1.o hello-2.o
hello-1.o : hello-1.c
hello-2.o : hello-2.c

clean :
rm -f hello-1 *.o

� �
(注意!! 9行目の ‘rm’の前は TABでなければならない。)
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make登場 (6)

そして、make実行。� �
% make

gcc -Wall -O2 -g -c -o hello-1.o hello-1.c

gcc -Wall -O2 -g -c -o hello-2.o hello-2.c

gcc hello-1.o hello-2.o -o hello-1

% ls hello-1

hello-1

%
� �
コマンド一つで hello-1ができた!!
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make登場 (7)

cleanというターゲットを作ったので、いらないファイルを
消すこともできる。� �

% ls
Makefile hello-1.c hello-2.c hello.c
hello-1 hello-1.o hello-2.o
% make clean
rm -f hello-1 *.o
% ls
Makefile hello-1.c hello-2.c hello.c
%

� �
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make登場 (8)

‘:’ の前はターゲット名。‘:’ の後ろはそのターゲットに依
存するターゲットの名前。

次の行に、そのターゲットを作るためのコマンドを記述。

ターゲットより依存ファイルの方が新しかった時のみコ
マンドは実行される。

C言語ファイルからオブジェクトファイルを作る、ある
いは、オブジェクトファイルから実行形式を作るための
コマンドは、makeの方で知っていてくれている。
その時のコマンド名は ‘CC’、コマンドラインオプション
は ‘CFLAGS’で指定する。

makeコマンドの引数には、ターゲット名を指定する。省
略されたら、Makefileの一番上のターゲットを作成する。
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make登場 (9)

プログラミングでなくても makeは使える。例えば、
TEX。

今、プレゼンテーションしているこのファイルの
Makefileもある。
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RCSでリビジョン管理

少し長いプログラムを書いていくと、修正した部分が気
に入らなくて元に戻したくなることが良くある。

そのためにいちいちバックアップをとっておくのは面倒。

版の管理をしたくなる。

そのために、RCS(revision control system)

RCSは rcs, ci, co, rlog,... などのコマンドの集まり。

例えば、hello.cに対して、RCS/hello.c,vというファイル
で版の管理を行う。

このファイルには、今までの全ての版の情報や、版を登
録した時に入力した logも全て記録されている。
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gdbでバグ取り (1)

プログラムはいつも思い通りに動くとは限らない。とい
うか、動かない方が圧倒的に多い。

原始的なやり方としては、怪しい部分に printf文などを
入れて、変数の値を表示させる方法がある。

それとは別に、デバッガを使って、プログラムを one
stepずつ実行させてリアルタイムに変数の値の変化を見
ていく方法もある。

それに使えるのが、gdb(GNU debugger)

gdbを使うためには、gccに -gオプションが必要。

ソースを見ながら使える gdbのフロントエンドを使うと
便利。
ex. Emacsの gdbモード, DDD(Data Display
Debugger),...
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gdbでバグ取り (2)

XEmacs上でも、gdbが動く。
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gdbでバグ取り (3)

DDD(Data Display Debugger)は、gdbのフロントエンド
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b2cの紹介 (1)

b2c : 大浦真氏が開発中の BASICから C言語へのトラ
ンスレータ。

「プログラミングを始めたい。昔、N88 BASICは少し
やったことがある。」という人にはお勧めかな。
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b2cの紹介 (2)

例えば、� �
input a

do
if a = int(a/2)*2 then

b = a/2
else

b = a*3+1
end if

print b
a=b

loop until a=1

end
� �
という BASICのソースが、
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b2cの紹介 (3)
� �

#include <stdio.h>
#include <string.h>
#include <libb2c.h>
int main()
{

float a;
float b;
scanf("%f", &a);
do {

if (a == integer(a / 2) * 2) {
b = a / 2;

} else {
b = a * 3 + 1;

}
printf("%.7g\n", b);
a = b;

}
while (!(a == 1));
exit(0);

}

� �
というような C言語のソースに変換される。
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b2cの紹介 (4)

ただいま、ユーザ募集中。

ただし、現在まだ開発初期段階。

Webページ
http://www.netfort.gr.jp/~ohura/develop.shtml

debパッケージや rpmパッケージもある。
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終わりに

さあ、プログラミングを始めてみよう。

いいものができたら、全世界に向けて公開しよう。

debパッケージ作成は請け負います。

ありがとうございました。
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